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昔の大野城市の夏
し./Lぜ

『筑紫郡是』という書物に､明治35年
ナ,く　し　こんLT-l Lいr)､土

午前10時に筑紫郡雑駒隈で計測された

各月の気温の記録があります｡この中の

夏の時期をみると､当時は7-8月とも

に15-16℃くらいで､最低気温は今よ

りも低かったことがわかります(現在は7

月が18℃くらい､ 8月は23℃くらいで
せ′しJ, 'J >

す)｡しかし扇風機やクーラーなどない

時代は､夏はやはり暑い日々でした｡そ

んな時期に体をこわきないように､加え
t･レ)

て作物が無事に育つように祈る意味をこ

めて､たくさんの行事が行われました｡

雑駒隈地区のL垂競菖■蓋儀をまつる地域　　　　夏の年中行事(千灯明)の様子
･'') I 1J･')_LJ )                                :lしく'j

では､東の病気をしないように｢六月堂｣という行事を行ない､牛頭･平野神社や自木原では｢お
f,上うナ.んざ上(J九~)

よど｣という行事がありました｡現在､六月堂は子どもたちの提灯行列になり､およどは夏祭りのス

タイルをとったり(牛頚地区)､ワリ竹にろうそくをともすお祭り(白木原地区)として続けられています｡

昔の暮らしと虫
1.っEf{)かがいr)ゆう

夏は虫が活発に動く時期でもあります｡昔は蚊･ハエ･ゴキブリといった生活の害虫や､イナ
んi:

ゴ･バッタ･ウンカ･ツマグロヨコバイ･ニカメイガ･ずい虫など農作物を荒らす害虫をいかに追
は',かいてL_Iか/yzしこし⊥

い払っで快適に暮らすかが重要な課題でしたが､ 1度に駆除す
LJL /JIL

る薬や機械がないIEjtr･は毎年人々の頭を悩ませていました｡そこ

で､さまざまな道具が作られました｡

虫をよける農具
ゆうがとJJがしゅうせい

誘蛾灯(誘蛾燈)蛾の光に集まる習性を利用した道具です.壁
せつr,                 _Lうゆ

皿に水か石油を入れて夜の田んぼに設置し､其ん中に灯油の火
し

をともすと､近付いた蛾が火に焼かれるか水に落ちる仕組みです｡
1,.L･と-1J

街灯がなかった時代は私たちが思う以上に誘蛾灯の火が明る

く､非常に効果が高かったと思われます｡大正時代になると火
て九>ゆ-)                            ,1いこうヒJ

の代わりに電球が､昭和時代には青色蛍光灯が使われるように

なりました｡



3}ふ(,-)I)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せき　L9　　　､Lr)

油筒　田んぼに直接油(石油･鯨の油･ぬかな
))ぷ√,

ど)を流す虫よけ方法に使う油入れです｡稲の上
しLIJr_り

の方にいる出(主にウンカ)を手や葉つきの篠竹

ではらい油の水面に港とすと､虫が死ぬという

仕組みです｡

プトフスベ｢ブト｣はこの地域の方言で､ブヨ
そ.JLl lJ

などの小さな虫の総称です｡農作業中これらの
こし

虫よけのため腰に提げたもので､草などを燃や

すことを方言で｢フスペル｣といいましたので
かや

こう呼ばれました｡至宝とフツ(この地域の方言で
なL)し⊥ tl                  I)

ヨモギの意味)を縄状によりあわせ輪にして燃や
山とセ/tュll

しました｡火は蚊取り線香のようにゆっくり燃

えるので､長時間使えました｡
I)し.a.た

虫札　人間の力が及ばないときは､神様の力を

借りて虫を追い払おうとしました｡これが虫を

よけると信じられたお札｢虫札｣で､竹にはさん
あせ

で田んぼの畔にさしました｡ほとんど近所の有
さと}                t･たI:

名な神社やお寺で祈祷をしてもらい頂いてくる
rL=　Lさい　ふ　てん　上ん　く　Ll

もので､大野城市では太宰府天満宮のお札が多

かったようです｡また､軸年12月に行なわれた
こうLん

｢くどばらい｣(荒神まつりのこと｡火の神･カマ

ドの神である荒神様をまつる行事)のとき使われ
二＼い

た御幣を虫札にする人もいたそうです｡
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プトフスベ想像図 油簡


